
松
室
さ
ん
は
明
治
四
十
一
年

元
旦
生
ま
れ
で
、
妻
の
鶴
さ
ん

（
九
十
歳
）
と
二
人
暮
ら
し
。

こ
れ
ま
で
に
大
病
を
し
た
こ
と

が
な
く
健
康
そ
の
も
の
で
杖
は

不
要
。
何
で
も
食
べ
る
が
特

に
、
に
ぎ
り
寿

司
は
好
物
。
子

供
四
人
、
孫
六

人
、
ひ
孫
十
六

人
、
玄
孫
（
や

し
ゃ
ご
）
二
人

に
恵
ま
れ
、
幸

せ
な
日
々
を
送

っ
て
い
る
。

長
寿
の
秘
訣

に
話
が
及
ぶ
と
「
若
い
頃
か
ら

下
駄
履
き
で
し
っ
か
り
歩
い
て

き
た
の
で
足
に
は
自
身
が
あ

る
」
「
病
院
は
年
寄
り
扱
い
さ

れ
る
の
で
行
か
な
い
」
と
笑
っ

た
。
今
も
身
体
の
悪
い
と
こ
ろ

は
な
い
と
い
う
。
夫
婦
の
年
齢

を
合
わ
せ
る
と
実
に
百
九
十

歳
。
昨
年
五
月
二
十
一
日
に
百

歳
に
な
っ
た
12
の
２
組
森
兼
チ

ヨ
ノ
さ
ん
と
は
近
所
同
士
。

消
防
技
術
の
向
上
を
図
ろ
う

と
平
成
二
十
年
井
原
分
団
消
防

操
法
訓
練
大
会
が
二
月
三
日
、

井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
、
第
３
部
は
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
に
二
チ
ー
ム
が
出

場
。
一
班
が
優
勝
、
二
班
が
二

位
と
上
位
を
占
め
た
。

出
初
め
以
後
、
連
夜
の
練
習

に
よ
っ
て
各
選
手
の
ス
ピ
ー
ド

と
正
確
さ
は
共
に
ア
ッ
プ
。
そ

れ
ぞ
れ
本
番
を
終
え
「
ま
ず
ま

ず
の
出
来
」
と
安
堵
の
表
情
を

浮
か
べ
て
い
た
。
第
３
部
の
出

場
選
手
は
次
の
と
お
り
。

《
１
班
》

指
揮
者

吉
岡

公
希

１
番
員

西
山

喬
士

２
番
員

笠
原

慶
一

３
番
員

瀬
川

隆
治

《
２
班
》

指
揮
者

三
宅

一
正

１
番
員

竹
内

誠

２
番
員

山
中

新

３
番
員

長
尾

央
司

◇

◇

岡
山
県
大
会
へ
の
出
場
選
考

会
と
な
る
井
原
市
消
防
操
法
訓

練
大
会
は
三
月
九
日
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
公
園
で
開
か
れ
る
。

新
春
を
飾
る
井
原
市
消
防
出

初
式
が
一
月
二
十
日
、
挙
行
さ

れ
た
。
地
元
第
３
部
は
午
前
六

時
か
ら
機
庫
前
で
独
自
の
式
を

行
い
、
豊
池
秀
之
部
長
が
「
井

原
分
団
は
昨
年
初
の
無
火
災
。

今
年
も
そ
の
継
続
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
示

し
、
続
い
て
来
賓
の
倉
掛
夏
目

両
自
治
連
合
会
役
員
ら
が
本
年

度
の
活
動
に
期
待
を
込
め
、
祝

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
第
３
部
は
分
団
及

び
市
団
の
出
初
式
に
臨
み
、
午

後
か
ら
市
中
パ
レ
ー
ド
に
参

加
。
向
町
河
原
で
一
斉
放
水
を

披
露
し
て
新
年
の
門
出
を
祝
っ

た
。

昨
年
末
よ
り
依
頼
し
て
い
た

倉
掛
地
内
の
防
犯
灯
（
蛍
光
灯

式
公
衆
街
路
灯
）
に
関
す
る
情

報
（
地
図
と
電
気
料
支
払
者
一

覧
表
）
が
一
月
十
九
日
、
中
国

電
力
か
ら
届
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
器
具
交
換
な
ど

の
際
、
市
へ
提
出
す
る
補
助
金

交
付
申
請
書
の
必
要
事
項
を
正

し
く
記
入
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。

二
つ
の
書
類
を
照
合
し
た
結

果
、
自
治
連
合
会
が
管
理
を
し

て
い
る
防
犯
灯
は
帳
簿
上
で
54

基
。
そ
の
う
ち
契
約
廃
止
中
や

不
明
分
が
14
。
し
た
が
っ
て
現

在
、
40
基
の
電
気
料
が
個
人
及

び
法
人
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

な
お
小
田
川
堤
の
防
犯
灯
は

市
の
管
理
下
に
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

自
治
会
や
消
防
団
な
ど
を
法

的
に
位
置
づ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
基
本
法
制
定
へ
向
け
て
の

法
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
で
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
組
織
に
は
、
総
合

的
な
振
興
策
が
不
可
欠
と
す
る

国
会
議
員
ら
に
よ
っ
て
検
討
さ

れ
て
い
る
も
の
。
提
出
時
期
な

ど
は
未
定
。
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ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

部 長 豊池 秀之（倉掛）
副部長 平川 貴章（夏目）
副部長 今井 豊（倉掛）
会 計 長尾 央司（倉掛）
会 計 竹内 誠（夏目）
消防班長 三宅 一正（倉掛）
厚生班長 笠原 慶一（倉掛）
機械班長 瀬川 隆治（倉掛）
水源班長 山岡 正和（倉掛）
組 長 西山 喬士（夏目）
団 員 松本 大（夏目）
団 員 吉岡 公希（倉掛）
団 員 川相 智正（夏目）
団 員 渡邉 光晴（倉掛）
団 員 田中 利樹（倉掛）
団 員 沼 辰徳（夏目）
団 員 東森 裕之（夏目）
団 員 川相 謙治（倉掛）
団 員 山中 新（倉掛）
団 員 松井 淳（夏目）

第
３
部
、
機
動
力
発
揮

第 ３ 部 団 員 名 簿

消防操法

消防出初式

祝

写
真
左
＝
平
成
二
十
年
一
月
二

十
日
、
機
庫
前
で

倉
掛
12
の
１
組
の
松
室
秀
男
さ
ん
が
一
月
一
日
に
満
百
歳

を
迎
え
同
月
四
日
、
滝
本
市
長
を
は
じ
め
、
備
中
県
民
局
の

福
祉
関
係
者
ら
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

。

３月２２日開幕



郷
社
足
次
山
神
社
で
十
二
月

三
十
日
、
三
世
代
交
流
餅
つ
き

大
会
（
少
年
団
育
成
会
・
サ
ロ

ン
あ
す
は
主
催
）
が
行
わ
れ
、

住
民
ら
約
百
人
が
参
加

し
た
。

「
実
施
す
る
な
ら
正
月

前
が
一
番
！
」
と
の
ふ

れ
こ
み
で
、
育
成
会
の

山
岡
秀
男
会
長
や
自
治

連
合
会
の
瀬
川
芳
隆
総

務
広
報
部
長
ら
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
し
た
年

末
イ
ベ
ン
ト
。

午
前
十
時
頃
か
ら
餅

米
を
蒸
し
、
時
折
小
雪

が
舞
う
な
か
で
景
気
よ

く
杵
音
が
境
内
に
響
き
は
じ
め

る
と
「
年
末
の
雰
囲
気
満
点
で

す
ね
」
と
、
参
加
者
ら
の
笑
み

が
こ
ぼ
れ
た
。

「
ヨ
イ
シ
ョ
！

ヨ
イ
シ

ョ
！
」
と
、
交
代
で
杵
を
振
り

下
ろ
し
て
計
六
臼
の
餅
を
つ
き

あ
げ
、
早
速
、
餡
こ
ろ
餅
や
黄

粉
餅
に
し
て
皆
で
食
べ
た
。
お

ま
け
に
イ
ノ
シ
シ
の
丸
焼
き
や

豚
汁
も
用
意
さ
れ
る
な
ど
メ
ニ

ュ
ー
は
豊
富
。
団
員
ら
は
「
た

く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
」
と
満
腹

の
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

正
午
過
ぎ
、
育
成
会
の
山
岡

会
長
が
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
少

年
団
員
を
労
い
、
餅
や
ミ
カ
ン

を
手
土
産
に
解
散
し
た
。

倉
掛
少
年
団
の
入
退
団
式
が

二
月
十
日
に
倉
掛
公
民
館
で
行

わ
れ
、
小
学
三
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
ら
約

六
十
人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
退
団
す
る
六
年
生
九

人
を
前
に
育
成
会
の
山
岡
秀
男

会
長
が
「
球
技
大
会
で
皆
さ
ん

の
姿
を
見
て
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
れ
ば
成
果
は
必
ず
で

る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
も
一
日
一
日

を
大
切
に
、
自
分
の
夢
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
っ
た
。
退
団
す
る
九
人
は

「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
を
振
り

返
り
お
礼
を
述
べ
た
。

続
い
て
入
団
式
に
移
り
、
次

年
度
育
成
会
の
黒
崎
英
夫
会
長

が
「
こ
れ
ま
で
の
良
い
流
れ
を

引
き
継
ぐ
と
共
に
、
工
夫
を
重

ね
て
明
る
く
元
気
な
倉
掛
少
年

団
を
目
指
し
た
い
。
一
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
入
団
す
る
三
年
生
に
オ
レ

ン
ジ
色
の
帽
子
を
贈
っ
た
。

式
を
終
え
た
団
員
ら
は
バ
ス

で
香
川
県
へ
渡
っ
て
ポ
ッ
プ
サ

ー
カ
ス
高
松
公
演
を
見
学
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
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2/23  倉掛婦人会新旧役員会

2/24  全国健康マラソン井原大会

3/ 2  井原分団第３部試運転日

3/ 8  資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時

3/ 8  自治連合会防犯パトロール

3/ 9  経ケ丸山頂ファミリーマラソン

3/ 9  井原市消防操法訓練大会

リフレッシュ公園

3/12  サロンあすは絵手紙教室

3/15  倉掛自治会19年度決算総会

午後７時～ 倉掛公民館

3/22  選抜高校野球大会開幕

4/ 2  郷社清掃 午前８時～

4/ 4  郷社まつり

4/ 4  倉掛少年団・郷社境内清掃

4/ 5～6 井原市産業まつり

4/ 6  井原分団第３部試運転日

4/ 6  桜堤散策ウオーキング大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■井原町桜堤散策ウオーキング大会

〈と き〉平成２０年４月６日（日）
〈コース〉小田川堤一帯（約６.４㎞）
〈出 発〉井原公民館
〈参加費〉無 料
〈主 催〉井原町まちづくりの会

※３月上旬に要項を各戸配布
■富士登山ツアー参加者募集

倉掛の山岳同好会が参加者を募集中。
日 程：平成２０年８月１４日～１７日

参加費：大人30000円 小人28000円 ※６食付
申 込：３月末までに谷和政（62-1990）、

又は森吉生、渡辺建材へ申込書並び
に申込金１万円をご持参下さい。

住
民
ら
約
百
人
参
加

「
多
く
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
頂
い
て
恐
縮
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
の
は
、
倉
掛
18-

１
組
に

住
む
和
田
克
巳
さ
ん
82
歳
。

六
十
二
年
間
、
は
り
治
療
に
精

励
し
た
こ
と
や
五
十
年
間
続
け
た

点
訳
作
業
な
ど
の
社
会
貢
献
が
著

し
い
と
し
て
昨
年
秋
、
黄
綬
褒
章

を
受
章
し
た
。
（
県
内
で
五
人
）

十
一
月
十
六
日
に
は
妻
の
静
子
さ

ん
と
上
京
。
皇
居
豊
明
殿
で
天
皇

陛
下
に
拝
謁
し
「
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
」
と
、
間
近
で
労
い
の

お
言
葉
を
頂
い
た
。

岡
山
県
鍼
灸
師
会
祝
賀
会
で
の

「
和
田
副
会
長
の
受
章
は
組
織
発

展
に
つ
な
が
り
、
会
員
の
大
き
な

励
み
に
な
る
」
と
い
う
来
賓
挨
拶

を
有
り
難
く
受
け
止
め
て
い
る
。

休
日
は
同
会
の
用
事
や
技
術
指
導

の
た
め
、
岡
山
市
へ
出
向
く
こ
と

が
多
い
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
国
内
外
へ
積
極
的
に

足
を
運
ん
で
見
聞
を
広
め
、
昭
和

四
十
九
年
十
一
月
に
は
奈
良
県
生

駒
山
で
一
ヶ
月
に
及
ぶ
断
食
行
を

体
験
。
四
国
八
十
八
カ
所
巡
り
は

十
周
に
達
し
、
延
べ
七
千
人
を
引

率
し
た
。

「
も
う
五
十
年
ぐ
ら
い
病
気
で
仕

事
を
休
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
は
仕
事
と
読
書
が

半
々
の
生
活
で
し
ょ
う
か
」

克
巳
さ
ん
を
支
え
て
き
た
妻
の

静
子
さ
ん
と
過
ご
す
と
き
が
、
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。

昨秋に黄綬褒章

三
世
代
交
流

餅
つ
き
大
会

生涯に及ぶ社会貢献

和田克巳さん 静子さん倉掛18-1組

少年団入退団式

8/14(木) 22:00 郷社出発（車中泊）

8/15(金)
6:00 御殿場（食）→ミステリーツ
アー → 自衛隊見学（食）→ 登山
（山小屋泊）

8/16(土)
5:00 登山 → 頂上 12:00（食）→
下山 → 入浴（食）御殿場発

8/17(日) （車中泊） 5:00 井原着

入退団式

の後、一日

旅行で高松

にサーカス

を見に行きました。空中ブ

ランコなどを見てすごく楽

しかったです。その中でも

一番の思い出は、ぶたいの

上にでてトランポリンをし

たことです。きちょうな体

験ができてすごく楽しかっ

たです。

トランポリン
飛び入り体験

次年度団長

田 原 博 己


